























































































4) 穂永豊著『老人の心理』中央法規出版， 1978年， 2頁。






























































7) 浅野仁著『高齢者福祉の実証的研究』川島書店， 1992年， 192頁。






























9) 松原一郎編『高齢者ケアの社会政策学』中央法規出版， 1996年， 253頁。
10) 松原一郎編『前掲書』 253頁。
11) 副田義也「現代のエスプリ」至文堂， 1978年， 126頁。

























































というサイクルが平均的とし、う時代があった。 70歳， 77歳， 88歳， 99歳などを古希，
喜寿，米寿，白寿などの年齢の節目は，まれなこと，めでたいこととして受け取ろう
とする文化的な習俗を示すものであり，表面的であるにしろそれが社会常識とされ，
15) 厚生省「国民の福祉の動向」 1996年，表16参照， 2頁。








































































































































































25) 阿部志郎他編『地域福祉論・社会福祉士養成講座』中央法規出版， 1992年， 13頁。





























































































































































32) 大原健土郎編『前掲所・鈴木浩二』新曜社， 1983年， 83頁。
































































34) 松村直道著『地域福祉政策と老後生活』勤草書房， 1990年， 6頁。
35) 介護福祉土養成教育研究会・アンケート調査結果『介護福祉科における「学びやすく，教
えやすい社会福祉テキスト」調査』介護福祉士養成教育のあり方に関する共同研究， 1997年
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社会福祉概論（37名），社会保障論（30名），老人福祉論（5名）などであった。（全
て121名中。複数回答可の設問）
こうした結果から，介護福祉士養成教育施設における社会福祉教育は，実践を重視
し思想を重視して行われている。そして，実践と関連した援助技術，思想の基盤と
なる概論が，講義を行うのにおいて難しいと感じているとの回答である。
老人福祉論の講義は121名中5名が教えるのが難しいと回答している。全体からみ
ると低い数値である。しかし，老人福祉法の理念の実現には，社会福祉関係の「実践
と思想」の講義が欠かせない。そして福祉土の学習の達成は，養成施設の教員に責任
の一端がある。
また，学生だけでなく，生徒や社会人，利用者とその家族なども，義務教育，高等
教育，専門教育，大学教育，生涯教育などの機会において，「思想と実践」が学べる
ことが，あるべき「高齢者に関する人間観」を社会的に導くうえで大切であると思わ
れる。
そうした，「思想と実践」を学べるシステムが必要である。社会福祉に関係する教
育や実践の現場において，利用者と援助者が菖藤と自己犠牲を繰りかえす。そうした
日々の積み重ねを記録し，事例研究を詳細にすすめることが，あるべき「高齢者に関
する人間観」に具体的に携われる達成方策の一つであろう。
例えば，介護福祉士が家族とのスタンスをどうとるのかということである。あるべ
き「高齢者に関する人間観」を援助者がどう抱いているかが間われる。介護実践など
の場における家族や地域との関わりを通して，福祉士が，どのように啓蒙していくの
かということである。これが課題であると思われる。
高齢者の介護に関連した人間観のあるべき姿について，介護の専門職が，「ノーマ
ライゼーション，インテグレーション，利用者主体と参加といった考え方や実践」に
ついて積極的に働きかけようとすること，そして，利用者が直面している生活上の緊
張に介入することでしか，緊張と共存の啓蒙はすすめられないのではなかろうか。
むすびに
高齢者に関する「現代社会における人間観の探究」というテーマから想定されるこ
とは， 2000年以後の高齢社会に向かつて，どうし、う高齢者観をもっていくのかという
ことであった。そして，この2000年から約80年ほど続くと推計される高齢社会は，高
齢者にとって受難の社会となる可能性を否定できない。
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「個人として尊重されたい」という要求は，高齢者に限った欲求ではない。子ども
から大人まで，すべての人聞に共通する欲求である。この意識は，社会の平和と平等
がもたらした個の尊重への欲求である。大人だけ，男性だけ，権力者だけ，また一部
の民族だけが，「誇りをもち」，「人として尊重される」といった人間観はもはや許さ
れない。
しかし，例えば，「裕福」イコール「社会的地位」イコール「偉い人」イコール「人
として尊重される」といった短絡的な人間の見方が，人間観の現状ではないか。こう
した現実環境のもとに，特に，福祉の利用者としての「社会サービスを頼りとしてい
る高齢者層」も共に生活しているという点を忘れてはならない。
現在のままの人間観を拡大再生することは，高齢者をはじめ障害者など社会的に弱
い立場におかれた人々にとって，まさに「虐待の世紀」ともなりかねない危険性を秘
めているものと思われる。
「個人として尊重されたし、」とし寸要求は，自らが社会的に大事に扱われたし、とい
う欲求であることを考えると，人間としてごく自然な気持ちであろう。しかしその
実現のためにはどういう「考えと手段」を用いるのかという点では分かれるのである。
一方は，金や地位をたくさん獲得する競争に勝利することが，自己の誇りを実現する
とし、う考え方である。個人の権威を高め，そのことでまわりから大事に扱わせようと
いう考え方と通じる。また，一方は，人間の尊厳という概念をもって，人間として生
まれたからにはそのことだけで，人間同士互いに尊重し誇りを認め合おうとする考え
方である。これは，生存競争に負けない努力を惜しまないとしづ気持ちと，自己の存
在欲を「八分目位」に控えるという「自己抑制・自己犠牲」の気持ちをあわせもつこ
とであろう。
現代日本における2000年代について「高齢者への虐待の世紀」となる危険性がある
のではとしづ意味は，ここに集約されているものと思われる。そして，高齢者や弱い
立場の人々が，なにに困っているのか，なにを差別と感じているのか，ということに
気付かないこと，気付こうとしないしまた気付けない社会へとますます進行してい
ると思われる。あるべき「高齢者に関する人間観」の方策は，こうしたことに気づけ
る日本の生活文化の根を継承することであろう。
われわれの自己の存在欲を「八分目位」に控える能力は，どうし、ぅ能力か不明であ
る。しかし，日本の生活文化のなかにも，その根は存在するはずである。だからこそ
われわれ国民が，国際的な多文化的な状況に生活しながらも，対話をつくし，生活文
化の根本について学習することで継承発展させなくてはならない，これが課題である
現代社会における人間観の探究
と思われる。
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